
◎料金の記載のないものは無料です。
◎マークの見方は１４ページ参照。
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青
少
年
の
職
業
的
自
立
支
援
相
談

商
業
に
ぎ
わ
い
課
・
☎
⑳
２
１
５
８

時
３
月
17
日
㈮
／
午
後
１
時
～
４
時

30
分
場
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
内

就
職
や
日
常
生

活
で
の
悩
み
な

ど
相
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
な
ど

対
市
内
に
在
住

か
通
勤
し
て
い

る
50
歳
未
満
の
方
や
そ
の
親
族
、
関

係
者
な
ど
※
求
職
活
動
中
の
方
も

可
。
申
３
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
栃
木
県
若
年
者
支
援
機
構（
☎

０
２
８
・
６
７
８
・
４
７
４
５
）

甲
種
防
火
管
理 

新
規
講
習

予
防
課
・
☎
㊶
３
１
９
９

時
５
月
11
日
㈭
・
12
日
㈮
場
あ
し
か

が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ（
市
民

プ
ラ
ザ
）小
ホ
ー
ル
定
１
０
０
人
料

８
千
円
申
３
月
８
日
㈬
か
ら
15
日
㈬

ま
で
に
日
本
防
火
・
防
災
協
会（
☎

０
３
・
６
２
６
３
・
９
９
０
３
、
ＦＡＸ

０
３
・
６
２
７
４･

６
９
７
７
）※
詳

細
は
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

『
お
さ
ら
い
教
室
』受
講
生
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㊹
１
５
１
１

▼
同
セ
ン
タ
ー
＝
時
４
月
10
日
㈪
～

６
年
３
月
18
日
㈪
／
午
後
５
時
20
分

～
６
時
20
分
※
週
１
回
ま
た
は
２
回

の
希
望
曜
日（
原
則
月
・
金
曜
日
）を

選
択
。
内
国
語
と
算
数
の
復
習

▼
西
分
室（
足
利
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
西

幸
楽
荘
）＝
時
４
月
13
日
㈭
～
６
年

３
月
21
日
㈭
／
午
後
５
時
～
６
時
※

原
則
毎
週
木
曜
日
内
国
語
の
復
習

《
共
通
》
内
小
・
中
学
校
の
元
教
諭

が
指
導
対
小
学
生
※
要
送
迎
。
定

１
ク
ラ
ス
３
人
料
▽
週
１
回
＝
月

額
３
３
０
０
円
▽
週
２
回
＝
月
額

６
６
０
０
円
申
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

時午前９時３０分～予定本数で終了
※数日間お預かり可能な方に限る。
▷７日㈫＝小俣公民館
▷８日㈬＝山辺公民館
▷１４日㈫＝北郷公民館
▷１５日㈬＝シルバー人材センター
▷２２日㈬＝葉鹿公民館
▷２３日㈭＝さいこうふれあいセンター
料包丁５００円から

シルバー人材センター
☎㊹１５１１

同クリーンハイク事務局（小林方）
☎０８０・１３３３・８３２３

時４月２日㈰／①～④＝午前８時３０分集合⑤～⑦＝午前８時集合
※小雨決行。場内コース（所要時間）、集合場所は次のとおり

⑤大岩山～行道山
　旧大岩サンフィールド駐車場
⑥大坊山
　山川長林寺付近
⑦大小山
　阿夫利神社下登山者駐車場

①石尊山～深高山
　小俣町叶花集会所
②小俣城山～姥穴山
　小俣町叶花集会所
③湯殿山
　葉鹿町彦谷自治会館
④織姫山～天狗山
　さいこうふれあいセンター駐車場

対小学生以上※体力に合ったコース選定を。料２００円（保険料など）※中学生以下無料。持雨具、
ザック、水筒、弁当、登山の身支度など※ごみ袋などは事務局が用意。申はがきに住所、氏名、
年齢、電話番号、コースを書いて、〒３２６―０１４１市内小俣町３７９ 小林あて郵送※当日申し込
み可。
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３月の刃物研ぎ



　各講座、イベントなどにご来場の際は新型コロナウイルス感染症予防
対策にご協力をお願いします。また延期や中止となる可能性があります。

Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 　

 

祉

募 　

 

集

子  

育  

て

健 　

 

康

働 　

 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 　

 

設

相 　

 

談
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市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
講
座
・
展
示

同
セ
ン
タ
ー
・
☎
㊹
７
３
１
１

《
共
通
》
場
同
セ
ン
タ
ー（
相
生
町
）

申
事
前
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
※
企

画
展
を
除
く
。

■  
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

■ 

時
３
月
16
日
㈭
／
午
後
７
時
～
９
時

題
足
利
ら
し
い
歴
史
文
化
の
魅
力
を

生
か
し
て『
ま
ち
づ
く
り
』
講
足
利

『
未
来
』
ネ
ッ
ト
代
表
・
熊
倉
拓
哉

さ
ん
定
25
人

■ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
で
も
相
談
室 

■

時
３
月
22
日
㈬
／
午
後
２
時
～
４
時

題
み
ん
な
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
す
す
め
講

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
足
利
の
皆
さ
ん
定
20
人

■ 

ま
ち
の
縁
側

～
読
書
サ
ロ
ン
へ
の
ご
招
待
～ 

■ 

時
３
月
18
日
㈯
／
午
後
１
時
～
３
時

内『
人
新
世
の
資
本
論
』斎
藤
幸
平
講

鈴
木
光
尚
さ
ん
定
25
人

■ 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
企
画
展 

■ 

▼
足
利
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
展（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

足
利
の
皆
さ
ん
）＝
時
３
月
13
日
㈪

～
23
日
㈭
※
20
日
㈪
休
館
。

▼
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ー
ド
・
イ
ラ
ス
ト

展（
ど
す
。）＝
時
４
月
3
日
㈪
～
13

日
㈭

《
共
通
》時
平
日
午
前
10
時
～
午
後
７
時

不
動
産
評
価
相
談
会

道
路
河
川
整
備
課
・
☎
⑳
２
１
９
３

時
４
月
５
日
㈬
／
午
前
10
時
～
午
後

３
時
場
市
役
所
６
０
３
会
議
室（
本

庁
舎
６
階
）
内
栃
木
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会
に
よ
る
土
地
・
建
物
の
価
格
、

地
代
・
家
賃
、
借
地
権
の
価
格
な
ど

の
無
料
相
談
相
不
動
産
鑑
定
士
申
事

前
に
電
話
で
同
課

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座
初
級
コ
ー
ス

栃
木
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

☎
０
２
８
・
６
２
５
・
４
９
９
０

時
５
月
12
日
～
８
月
25
日（
原
則
毎

週
金
曜
日
・
15
回
）／
午
後
１
時
～

３
時
場
視
覚
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム

（
相
生
町
）内
音
訳
奉
仕
員
講
習
会
資

料
を
使
用
し
た
基
礎
・
応
用
・
総
合

練
習
対
視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
に
理

解
が
あ
り
朗
読
奉
仕
員
に
な
り
た
い

方
定
先
着
６
人
申
４
月
３
日
㈪
か
ら

14
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
同
協
会

銘
仙
古
布
で
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り

足
利
織
物
伝
承
館
・
☎
㉒
３
０
０
４

時
３
月
29
日
㈬
／
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分
場
同
館（
足
利
織
物
会
館

２
階
）定
先
着
６
組
料
４
５
０
円（
１

個
）※
当
日
徴
収
。
申
平
日
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
電
話
で
同
館

あ
し
か
が『
美
』食
ま
つ
り

観
光
協
会
・
☎
㊸
３
０
０
０

時
３
月
４
日
㈯
～
５
月
７
日
㈰
※
時

間
、
料
金
は
各
店
舗
に
よ
る
。
場
市

内
20
店
舗
内
足
利
の
農
産
物
ブ
ラ
ン

ド『
あ
し
か
が
美
人
®
』の
ト
マ
ト
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
い
ち
ご
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
各
店
舗
で
提
供（
27
品
）

※
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
投
稿
に
よ
り
、

抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈
。
同
イ

ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
は
新
鮮
野
菜
直
売
所

あ
ん
あ
ん
、
太
平
記
館
、
あ
し
・
ナ

ビ（
東
武
足
利
市
駅
構
内
）、
各
店
舗

な
ど
で
配
布
。

足
利
学
校
門
前
マ
ル
シ
ェ

観
光
ま
ち
づ
く
り
課・☎
⑳
２
２
６
４

時
３
月
12
日
㈰
／
午
前
11
時
～
午
後

４
時
場
足
利
学
校
前
の
学
校
様
通
り

ほ
か

史跡足利学校事務所・☎㊶２６６１
慶
けいちょうもっかつじ

長木活字

　慶長木活字は、第９世庠主の三要が徳
川家康の命で出版した『孔

こ う し け ご

子家語』などの
本に使われました。慶長４（1599）年に国
内初の活字本として出版されたため慶長
木活字といわれています。
　三要が開いた京都圓光寺には今でも
５万個以上があり重要文化財に指定され
ています。足利学校には本文用が５個、
割注用が４個あり、三要との関係で遺

のこ

さ
れたものと思われます。文治主義を重視
した徳川家康は『貞

じょうがんせいよう

観政要』や『吾妻鏡』な
どの重要な本を活字本として再版し、次
世代に伝えました。慶長木活字は遺蹟図
書館にて『徳川家康と足利学校』展で４月
２日㈰まで展示しています。

本文用▶

割注用▶

商業にぎわい課
☎⑳２１５８

● Instagram
　ashikaga_oshigoto

●市ホームページ

あしかが
おしごと研究所

働きたいママ向け
情報発信中！ 　


